
秋の月間5つの目標とターゲット
　①基礎組織である支部、分会、班などあらゆるレベルでの「集まりの活性化」と「顔が見えるつながり」を強め「人づくり」を強化する月間。
　　　・基礎組織活動の活性化と「顔が見える繋がり」、「人づくり」の強化。
　　　・基礎組織の必要性と重要性を伝える。
　　　・役員や活動家による「世話焼き」と「声がけ」を諦めない。
　　　・青年層の仲間を常に気に掛ける。
　　　・基礎組織で「集まる」ことにこだわり（新加入者説明会）等の開催へ。
　　　・基礎組織強化のための組織整備を議論する。

　②仲間が仲間を呼ぶ拡大（繋がりからの拡大）と組合員訪問や事業者訪問などの対面行動を徹底的に実施する月間
　　　・組織拡大の骨格である訪問活動の実施。
　　　・組合員と事業所への訪問実施。
　　　・従業員の仲間へ働きかけて、繋がりを強める。
　　　・行動する仲間を放置せず、共に行動を展開する。
　　　・対話ツールを準備して、訪問行動に興味を持ってもらえる話題をきっかけにする。
　　　・事業所訪問で、組合の良さを伝えることを、組合の拡大方針に据える。
　　　・新加入者や青年層の仲間、高齢組合員を中心に。
　　　・事業所の仲間に組合活動への協力参加を呼び掛ける。
　　　・事業所を退職した仲間の動向（退職した後の動き）を追いかける。
　　　・フリーランス社保適用団体の情報提供と移動抑止の行動。
[bookmark: _Hlk209778881]　　　・目標達成のためのＰＤＣＡ（計画‐実行‐評価‐改善）サイクルの実施へ。

　③困っている仲間を見つけ、全力で支援しさらなる脱退を防止する月間
　　　・組合員に寄り添うことをすべての運動の主軸に。
　　　・組合業務の周知と脱退者へのアプローチ。
　　　・書記局、専従者の育成強化。
　　　・役員。書記局の熱量や情熱が仲間に伝わる。
　　　・書記局、専従者の処遇改善などに向け就業規則への対応を。
　　　・書記局、専従者不足の克服へ

　④若年層と事業所拡大を最優先に行う月間
　　・若年層と事業所をターゲットとした情報戦略（IT技術の活用）の実装
　　・デジタル力と人間力の二刀流で「実感なき拡大の克服へ」。

　⑤青年層拡大と役員後継者づくりのため、青年部活動への支援を強める月間
　　　・青年層の拡大に向けて活動への支援。
　　　・様々な世代交代を加速させる。
　　　・組織の新陳代謝の改善へ。
宮城県連としての活動計画（案）
　①期間と活動について
　　　・「組織拡大月間」は令和7年11月、12月の2か月間とする。
　　　・上記月間に合わせキャンペーンを付加する。
　　　・「顔を合わせる」「対話をする」「世話を焼く」を心掛けて訪問する。
　　　・訪問時の手土産（対話ツール）を準備する。

　②各単組の活動協力について
　　　・組織拡大委員の方はリーダーとして積極的に活動してください。
　　　・目標とターゲットの中から各自重点目標を設定してください。
　　　・自分たちの組織強化のために頑張りましょう。
　　　・今後の活動計画のため最終的にPDCAを県連と共有させてください。

　③問題点と協議事項（箇条書きですが）
　　　●前回の会議で「訪問活動」に疑問を持っていて踏み出せないなどいろいろな意見を　いただきました。
「普段から顔をあわせているよ」、「加入者の住む範囲が広すぎて…」、「そんな時間はないよ」等
　　　●「何をしたらいいかわからない」や「組合の事業内容を把握できていないから」
なんてことはありませんか？
この組織拡大担当委員会の中で解消していきませんか？
どんどん質問してください。
　　　●なんとなく組織強化を進めるよりも組合員であることの優位性を考え、伝える活動をしませんか。
　　　●分散会でも本会議の中でも構いません、みんなで情報共有しましょう。
　　　　その質問が組合員さんたちも聞きたい事かもしれませんよ。
　　　●「訪問活動」以外に繋がりを強める方法があればご提案ください。
皆さんで協議しましょう。
　　　●職人のなり手が減少していく中、青年部層は貴重かつ重要な存在です。
職人離れをさせないためにも、青年部組織へ強化の支援していきませんか。
　　　●いつかは世代交代の時期が来ます。未来の役員(活動者)と書記局育成を進めましょう。

　　　「仲間との繋がりの強化」と「脱退防止」に向け
　　私たちが先頭に立ち、目標を達成しましょう！　


